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現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
不
定
期
連
載

一
九
四
一
年
、
三
蔵
法
師
・
玄
奘
と
同
郷

の
河
南
省
に
生
ま
れ
た
張
海
氏
は
、
中
国

書
法
家
協
会
の
設
立
以
来
、
二
期
連
続
で

主
席
を
務
め
た
唯
一
の
存
在
。
長
年
、
書

法
振
興
や
新
人
育
成
に
尽
力
し
、
ま
た
前

例
の
な
い
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の

実
績
は
至
上
な
る
評
価
を
得
て
、
中
国
国

内
に
お
い
て
「
終
身
成
就
書
法
家
」
の
最

高
賞
を
受
賞
。
郭
同
慶
氏
に
よ
る
渾
身
の

取
材
は
、
長
時
間
に
及
ん
だ
。　  

（
編
集
部
）

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
８
回

ち
ょ
う
・
か
い

河
南
省
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
、
河
南
省
書
法
家
協
会
主

席
、
河
南
省
書
画
院
院
長
、
鄭
州
大
学
美
術
学
院
院
長
、
第
八

回
・
第
九
回
・
第
十
回
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
、
第
十
一
回
・

第
十
二
回
全
国
政
治
協
商
会
議
常
務
委
員
、
第
五
代
・
第
六

代
中
国
書
法
家
協
会
主
席
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、
中
国
書
法

家
協
会
名
誉
主
席
、
鄭
州
大
学
書
法
学
院
院
長
・
博
士
課
程

教
授
、
全
国
政
治
協
商
会
議
書
画
室
副
室
長

張
海

取
材
・
文
／
郭
同
慶

監
修
／
蘇
士
澍

中
国
書
法
家
協
会
主
席
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賞
」
式
典
に
参
列
し
た
。
そ
の
式
典
で
張
海
氏
は
高
式
熊
氏
（
連

載
第
一
回
で
紹
介
）
と
と
も
に
中
国
文
連
（
中
国
文
学
芸
術
界
連

合
会
）、
並
び
に
中
国
書
協
よ
り「
終
身
成
就
書
法
家
」の
最
高
賞

を
受
賞
し
た
。
そ
の
日
、取
材
の
申
し
出
に
対
し
て
張
海
氏
は
気

持
ち
よ
く
承
諾
し
、秘
書
の
張
建
才
氏
と
日
程
を
調
整
す
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
た
。
今
年
の
正
月
明
け
に
早
々
、北
京
市
内
西
三
番

目
の
環
状
線
沿
い
に
あ
る
中
国
当
代
書
法
篆
刻
院
で
昼
食
を
挟

ん
で
約
五
時
間
半
も
、
前
例
の
な
い
長
時
間
の
取
材
を
経
験
し

た
。
正
直
に
い
っ
て
今
回
は
今
ま
で
な
い
感
動
や
感
激
を
受
け
、

心
の
底
ま
で
撃
た
れ
た
よ
う
な
衝
撃
が
あ
っ
た
。

　

経
済
の
急
成
長
を
成
し
遂
げ
た
中
国
の
昨
今
は
、
書
家
も
例

外
が
な
く
自
己
本
位
で
行
動
を
定
め
る
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
張
海
氏
が
長
年
に
亘
り
書
法
振
興
や
新
人
育
成
を
最

優
先
に
し
、
幾
つ
も
前
例
の
な
い
事
業
を
推
進
し
、
か
つ
相
当

の
私
財
を
注
い
だ
話
に
涙
が
零
れ
る
ほ
ど
敬
服
し
た
。

　
二
つ
古
都
に
縁
深
い

　

張
海
氏
に
は
、
縁
の
深
い
二
つ
の
古
都
が
あ
る
。

　

一
つ
目
の
古
都
は
、「
偃え

ん

師し

」
で
あ
る
。

　

偃
師
と
は
『
西
遊
記
』
で
有
名
な
三
蔵
法
師
の
故
郷
で
あ
り
、

河
南
は
史
上
で
は
東
の
都
で
あ
っ
た
洛
陽
を
有
す
る
最
も
悠
久

な
歴
史
を
持
つ
省
で
あ
る
。

　

張
海
氏
は
三
蔵
法
師
・
玄
奘
と
同
郷
で
河
南
省
に
生
ま
れ
、
同

市
は
紀
元
前
一
〇
四
六
年
、周
武
王
が
夏
王
朝
の
最
後
の
王
で
あ

る
紂
を
討
つ
東
征
を
成
功
に
納
め
、師（
兵
隊
）を
偃（
休
む
）し
た

名
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
偃
師
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
経
緯
が

あ
り
、
ま
た
、
夏
、
商
、
周
、
東
漢
、
魏（
曹
操
）、
西
晋
、
お
よ
び

　
影
響
力
が
最
も
大
き
い
大
家

　

中
国
書
法
家
協
会
（
中
国
書
協
）
が
一
九
八
一
年
五
月
に
設
立

さ
れ
て
以
来
、
唯
一
、二
期
連
続
し
て
主
席
を
務
め
た
の
が
今
回

の
主
人
公
・
張
海
氏
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
書
協
の
名
誉
主
席
を

務
め
る
張
海
氏
は
、沈
鵬
氏（
連
載
第
二
回
で
紹
介
）の
後
任
と
し

て
二
〇
〇
五
年
に
第
五
代
、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に
第
六
代
の

中
国
書
協
主
席
と
し
て
、二
〇
一
五
年
ま
で
に
十
年
も
務
め
た
影

響
力
が
最
も
大
き
い
大
家
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
三
月
に
国
家

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
張
海
氏
の
個
展
に
は
、
彭
麗
媛
氏（
習
近

平
夫
人
）を
始
め
、呉
邦
国
氏（
元
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
）、

賈
慶
林
氏（
元
全
国
政
治
協
商
会
議
主
席
）、
李
長
春
氏（
党
中
央

政
治
局
常
務
委
員
）な
ど
の
党
中
央
、
政
府
の
要
人
が
大
勢
、
開

幕
式
典
に
出
席
し
、
観
覧
で
来
場
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
張
海
氏

の
芸
術
成
果
や
主
席
と
し
て
の
実
績
に
対
す
る
至
上
な
る
総
合

評
価
で
あ
る
。

　

昨
年
四
月
十
八
日
、
蘇
士
澍
主
席
の
誘
い
に
よ
り
浙
江
省
紹

興
市
書
法
の
聖
地
・
蘭
亭
で
行
わ
れ
た「
第
六
回
中
国
書
法
蘭
亭

中
国
書
法
復
興
の
立
役
者 

張
海

北
魏
と
い
う
七
つ
の
王
朝
の
都
で
も
あ
っ
た
。
書
道
史
に
名
を

残
す
顔
真
卿
、
王
鐸
、
ま
た
詩
聖
・
杜
甫
な
ど
の
墓
が
あ
る
。
少

年
時
代
に
市
内
の
名
所
旧
跡
を
回
り
、目
に
焼
き
付
け
て
き
た
濃

厚
な
そ
の
歴
史
文
化
が
張
海
氏
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
断
言
し
て
も
言
い
す
ぎ
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

張
海
氏
は
偃
師
の
農
村
部
の
家
庭
に
一
九
四
一
年
に
生
ま
れ
、

幼
い
頃
は
小
学
校
教
員
の
伯
父
に
習
字
を
習
っ
た
。
小
学
校
四

年
の
時
に
担
任
の
郭
樹
泰
先
生
が
黒
板
に
書
写
す
る
字
に
魅
了

さ
れ
、
習
字
に
励
ん
だ
。
そ
し
て
腕
前
を
見
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
っ
た
。
当
初
は
県
だ
っ
た
偃
師
県
よ
り
劉
秋
鳳
と
い
う
青
年

が
招
待
さ
れ
、学
校
で
行
う
講
演
会
の
横
断
幕
を
書
く
は
ず
だ
っ

た
郭
樹
泰
先
生
が
急
病
で
倒
れ
、
や
む
を
得
ず
に
張
海
少
年
が

校
長
に
代
役
を
指
名
さ
れ
た
の
だ
。
力
強
い
顔
真
卿
風
の
楷
書

が
大
変
好
評
だ
っ
た
。
そ
れ
が
励
み
と
な
り
、
張
海
少
年
は
習

字
の
稽
古
に
一
層
精
進
し
な
が
ら
、学
校
の
壁
新
聞
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
お
い
て
も
積
極
的
に
書
の
腕
を
ふ
る
っ
た
。
一
九
六
〇

年
、
高
校
卒
業
後
に
新
郷
市
立
師
範
専
業
大
学
に
進
み
、
師
範

大
学
で
も
書
道
倶
楽
部
で
《
乙
瑛
碑
》《
史
晨
碑
》
な
ど
の
漢
隷

を
中
心
に
臨
書
を
繰
り
返
し
た
。
一
九
六
二
年
、
十
四
名
の
同

期
と
一
緒
に
省
内
の
安
陽
市
教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
た
。

　

二
つ
目
の
古
都
は
、「
安
陽
」
で
あ
る
。

　

安
陽
は
一
八
九
九
年
、殷
の
跡
地
で
大
量
の
甲
骨
文
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
、世
界
に「
甲
骨
文
の
故
郷
」と
し
て
知
ら
れ
、ま
た
、

中
国
の
七
つ
の
古
都（
西
安
、
洛
陽
、
北
京
、
開
封
、
南
京
、
安
陽
、

杭
州
）の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
殷
、
北
魏
、
後
趙
、
冉
魏
、

前
燕
、
東
魏
、
そ
し
て
北
斉
の
七
つ
の
王
朝
が
こ
こ
に
都
を
置
い

た
。
ど
こ
を
掘
っ
て
も
文
物
の
欠
片
が
出
て
く
る
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
歴
史
文
化
の
香
り
が
満
溢
す
る
街
で
あ
る
。

　

新
人
教
員
の
短
期
研
修
を
受
け
、
人
事
課
担
当
よ
り
配
属
地

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
高
校
に
七
名
、
中
学
校
に

七
名
、
小
学
校
に
一
名
の
配
属
予
定
に
対
し
て
、
な
か
な
か
小

学
校
へ
行
く
希
望
者
が
出
て
来
な
い
と
い
う
状
況
を
聞
い
た
張

《
四
言
句
》

39×150　2019年
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中国当代書家二十人　第8回 張海

海
青
年
は
、
自
分
が
十
五
名
の
新
人
教
員
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

以
上
、
自
分
が
逃
げ
て
は
な
ら
な
い
と
決
断
。
喜
ん
で
安
陽
市

立
小
学
校
へ
の
赴
任
を
拝
命
し
た
。
こ
の
立
派
な
行
動
が
自
分

の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
、
張
海
氏
自
身

も
そ
の
と
き
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

張
海
青
年
は
、
社
会
人
と
し
て
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
「
損
」

を
選
ん
だ
。
し
か
し
安
陽
市
立
小
学
校
で
無
我
夢
中
で
頑
張
っ

た
張
海
青
年
は
、
僅
か
一
年
で
共
産
党
安
陽
市
委
員
会
宣
伝
部

に
抜
擢
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
市
文
化
行
政
を
強
化
す
る
た
め
、

若
手
教
員
の
中
か
ら
一
名
の
幹
部
候
補
を
教
育
委
員
会
に
求
め

た
と
こ
ろ
、
張
海
青
年
が
推
薦
さ
れ
た
の
だ
。

　

宣
伝
部
は
市
の
文
化
・
行
政
の
指
導
・
補
佐
を
目
的
と
し
、

共
産
党
委
員
会
の
中
で
も
最
も
要
に
な
る
部
門
だ
が
、
研
修
を

兼
ね
て
僅
か
一
年
余
り
の
う
ち
に
、
空
前
な
る
文
化
大
革
命
に

遭
遇
し
た
。
そ
の
非
常
な
る
時
期
に
は
官
民
問
わ
ず
、
官
僚
や

知
識
人
の
家
系
が
問
わ
れ
、
親
や
親
戚
が
地
主
で
あ
っ
た
り
国

民
党
時
代
に
官
職
に
つ
い
て
い
た
り
し
た
者
は
、
み
な
「
歴
史

問
題
」
と
し
て
追
及
さ
れ
た
。
時
の
安
陽
市
群
衆
芸
術
館
館
長

ら
が
皆
、
大
革
命
の
「
対
象
」
に
な
っ
た
の
で
、
急
遽
、
若
き

張
海
青
年
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

書
画
が
大
好
き
な
張
海
青
年
は
、「
魚
が
大
水
を
得
た
」
よ
う

に
、
芸
術
宮
が
開
催
す
る
書
法
篆
刻
、
美
術
な
ど
の
各
講
座
に

触
れ
、
ま
た
、「
毛
沢
東
革
命
思
想
」
を
宣
伝
す
る
各
種
書
法
篆

刻
展
や
美
術
展
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
書
法
や
美
術
に

直
接
に
関
わ
る
仕
事
に
つ
い
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
の
は
、

特
に
張
海
青
年
が
得
意
と
し
て
い
た
六
朝
書
や
隷
書
で
揮
毫
し

た
各
種
の
展
覧
会
や
市
民
大
会
の
横
断
幕
が
褒
め
ら
れ
た
時
だ
。

　

一
九
七
五
年
、三
十
四
歳
の
張
海
氏
に
正
式
に
常
務
副
館
長
の

辞
令
が
出
て
、
書
法
の
振
興
に
全
力
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

張
海
氏
が
講
座
や
展
覧
会
を
多
く
開
催
し
た
結
果
、
市
内
の

書
法
家
の
レ
ベ
ル
は
顕
著
に
上
が
っ
た
。
励
み
や
交
流
の
た
め
、

張
海
氏
が
皆
の
作
品
を
一
冊
の
作
品
集
に
し
よ
う
と
思
っ
た
と

こ
ろ
、
時
の
大
家
で
あ
っ
た
趙
朴
初
氏
（
全
国
仏
教
協
会
会
長
、

中
国
書
協
副
会
長
）
が
安
陽
市
に
文
化
現
状
の
視
察
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
。
副
館
長
の
張
海
氏
が
案
内
役
を
務
め
た
。
昼
休

み
の
時
に
、
作
品
集
の
ゲ
ラ
を
趙
朴
初
氏
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、

市
内
の
書
法
家
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
を
評
価
し
、
表
紙
の
題

字
の
揮
毫
を
快
諾
し
た
。
こ
の
安
陽
市
書
法
家
の
《
書
法
作
品

集
》
は
一
九
七
六
年
に
出
版
さ
れ
、名
実
共
に
「
一
鳴
驚
人
」（
一

た
び
鳴
け
ば
世
間
の
人
々
を
驚
か
せ
る
）
だ
っ
た
。
文
化
大
革

命
が
終
了
す
る
と
、
全
国
で
最
初
の
書
法
作
品
集
と
し
て
、
安

陽
市
は
一
夜
に
し
て
全
国
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
翌
年
に
は
、
全
国
的
に
著
名
な
書
法
家
の
作
品
を
招
待

し
、
国
レ
ベ
ル
の
書
法
作
品
集
の
制
作
を
立
案
し
た
。
そ
の
と

き
の
表
紙
は
、
書
壇
で
皆
が
尊
敬
す
る
費
新
我
氏
（
一
九
〇
三

─
一
九
九
二
）
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
。
同
氏
は
江
蘇
省
画

院
の
専
業
書
法
家
で
あ
り
左
筆
書
家
で
も
あ
る
。
毛
沢
東
主

席
（
一
八
九
三
─
一
九
七
六
）
が
晩
年
、
郭
沫
若
に
書
壇
で
優

れ
た
大
家
の
名
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
郭
沫
若
は
南
京
の
林
散
之

（
一
八
九
八
─
一
九
八
九
）
と
蘇
州
の
費
新
我
の
名
前
を
挙
げ
た

そ
う
だ
。

　

一
九
七
八
年
の
春
先
、
張
海
氏
は
費
新
我
氏
を
安
陽
へ
招
待

し
、
文
化
宮
で
「
書
法
創
作
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。
二
週
間
の
滞
在
期
間
中
、
張
海
氏
は
費
新
我
氏
と
日
夜

を
共
に
し
、
三
十
七
歳
の
張
海
氏
が
問
い
か
け
る
書
法
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
費
新
我
氏
は
的
確
に
回
答
し
た
。
満
足
の

出
来
る
回
答
が
返
っ
て
く
る
こ
と
や
自
分
の
作
品
に
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
こ
と
に
敬
服
し
、
以
来
、
張
海
氏
は
費
新

我
氏
を
師
匠
と
し
て
敬
仰
し
、
作
品
の
添
削
や
疑
問
の
回
答
を

求
め
る
た
め
、
文
通
を
し
続
け
た
。
二
〇
〇
通
以
上
に
達
し
た

費
新
我
先
生
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
は
、
数
十
年
後
の
い
ま
も

大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
創
作
に
対
し
て
厳
粛
に
取

り
組
む
姿
勢
は
、
張
海
氏
が
費
新
我
氏
よ
り
最
も
継
承
し
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

翰
墨
延
年
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中
国
随
一
の
新
興
省
へ

　

河
南
省
は
、
陝
西
省
と
並
ん
で
歴
史
文
化
が
最
も
悠
久
で
あ

り
豊
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
前
・
戦
後
の
様
々
な
こ
と
が

原
因
と
な
り
、
江
蘇
省
や
山
東
省
な
ど
に
比
べ
て
書
法
の
力
が

衰
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
再
び
書
法
の
故
郷
と
し
て
復
活
さ
せ

る
こ
と
が
張
海
氏
の
野
望
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
、
河
南
省
第
二
回
文
化
界
代
表
大
会
で
河
南
省

書
法
家
協
会
が
正
式
に
設
立
し
た
。
中
国
書
協
よ
り
も
一
年
早

か
っ
た
。
河
南
省
共
産
党
委
員
会
宣
伝
部
が
全
省
よ
り
適
任
の

幹
部
職
員
一
名
を
選
定
し
た
末
、
張
海
氏
が
選
ば
れ
た
。
省
内

に
は
、
鄭
州
や
洛
陽
な
ど
、
安
陽
よ
り
規
模
の
大
き
い
都
市
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
や
は
り
、
張
海
氏
の
書
法
振

興
に
対
す
る
情
熱
や
、
安
陽
で
起
し
た
書
法
旋
風
と
そ
の
実
績

に
は
誰
も
敵
わ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

最
初
は
省
書
協
に
張
海
が
一
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
省
レ
ベ
ル

の
書
法
振
興
策
を
立
案
し
た
張
海
氏
に
対
し
て
、
党
の
宣
伝
部
、

特
に
同
部
文
化
芸
術
処
の
董
応
周
処
長
が
高
く
評
価
し
、
全
面

的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。
ま
ず
、
張
海
氏
の
人
事
案
を

受
け
入
れ
、
翌
年
に
省
内
よ
り
六
名
中
青
年
優
秀
な
書
法
家
が

抜
擢
さ
れ
、
河
南
省
の
書
協
専
属
職
員
は
七
名
に
な
り
、
全
国

で
一
番
の
規
模
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
全
国
を
驚
か
せ
る
企
画

を
全
面
的
に
支
持
し
た
。

　

一
九
八
四
年
二
月
一
六
日
に
、「
第
一
回
中
原
書
法
大
賽
（
コ

ン
ク
ー
ル
）」
が
河
南
省
都
・
鄭
州
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
を
震
撼
さ
せ
た
。

　

会
場
は
河
南
省
の
人
民
大
会
堂
だ
。
省
内
十
七
市
で
予
選
を

行
い
、
各
市
の
競
書
参
加
者
の
代
表
団
、
計
一
〇
〇
〇
名
の
方
々

集
ま
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
日
程
は
三
日
間
で
、
そ
の
後
方

支
援
と
し
て
、
省
下
の
バ
ス
会
社
、
ホ
テ
ル
旅
館
、
食
堂
、
お

よ
び
駐
屯
す
る
人
民
解
放
軍
ま
で
動
員
さ
れ
、
ま
さ
に
省
を
挙

げ
た
破
天
荒
と
も
い
う
べ
き
書
法
振
興
の
行
事
だ
。
初
日
は
競

　

一
九
八
一
年
に
は
、
天
津
大
学
大
学
院
教
授
の
王
学
仲
氏

（
一
九
二
五
─
二
〇
一
三
）
を
招
聘
し
、
省
内
五
都
市
（
鄭
州
、

洛
陽
、
開
封
、
新
郷
、
安
陽
）
で
一
カ
月
を
か
け
て
書
法
の
基

礎
に
関
す
る
シ
リ
ー
ズ
講
座
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、

若
手
の
書
家
を
対
象
と
し
た
書
法
理
論
の
ゼ
ミ
を
二
週
間
に
わ

た
っ
て
開
催
し
た
。

　

一
九
八
二
年
に
は
、
印
壇
の
大
御
所
・
蘇
州
東
呉
印
社
名
誉

社
長
で
あ
る
沙
曼
翁
氏
（
一
九
一
六
─
二
〇
一
一
）
を
招
聘
し
、

中
国
書
法
家
協
会
会
員
を
対
象
に
篆
刻
の
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
特
訓
ゼ
ミ
を
開
催
し
た
。
ま
る
ま
る
一
カ
月
を
か
け
て
篆

刻
史
や
書
法
史
を
勉
強
し
、
漢
印
や
明
清
の
浙
皖
両
派
の
大
家

の
名
作
の
摸
刻
や
臨
刻
な
ど
を
び
っ
し
り
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
行
い
、
多
数
の
人
材
を
送
り
出
し
た
。
例
え
ば
、
今
の
西

泠
印
社
の
副
社
長
を
務
め
て
い
る
李
剛
田
氏
（
一
九
四
六
─
）

も
受
講
生
の
一
人
だ
っ
た
。

い
合
い
、
二
日
目
は
審
査
、
一
〇
〇
〇
人
の
競
書
参
加
者
は
博

物
館
な
ど
を
見
学
、
三
日
目
は
結
果
発
表
と
表
彰
式
。

　

競
書
大
会
の
前
日
、
省
教
育
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
、
人
民

大
会
堂
に
は
調
達
さ
れ
た
一
〇
〇
枚
の
卓
球
台
が
一
面
に
設
置

さ
れ
た
。
当
日
、
一
〇
人
で
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
番
号

が
付
い
た
卓
球
台
を
囲
み
、
不
正
を
除
外
す
る
役
は
人
民
解
放

軍
の
兵
士
だ
。

　

一
〇
〇
〇
人
の
競
書
参
加
者
に
一
〇
〇
名
の
戦
士
、
そ
し
て

二
〇
〇
〇
の
観
覧
席
も
満
員
で
、
人
民
大
会
堂
の
内
外
は
、
空

前
と
も
い
う
べ
き
壮
観
な
盛
会
と
な
っ
た
。
年
齢
制
限
も
な
い

本
当
の
能
書
の
実
力
を
公
正
不
偏
に
検
証
す
る
た
め
に
、
張
海

氏
の
企
画
案
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
に
は
三
つ
の

競
い
合
う
項
目
を
与
え
た
。
ま
ず
は
作
品
の
提
出
、
次
は
自
分

が
好
き
な
内
容
と
得
意
な
書
体
を
席
上
揮
毫
す
る
こ
と
（
書
体
・

内
容
は
自
由
）、
最
後
は
抽
選
で
命
題
を
示
さ
れ
、
制
限
時
間
内

に
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
だ
。

　

二
日
目
に
は
省
内
外
の
書
法
大
家
が
構
成
す
る
審
査
会
を
行

い
、
全
参
加
者
の
三
つ
の
課
題
に
対
す
る
総
合
判
断
が
な
さ
れ
、

一
等
賞
一
〇
人
、
二
等
賞
三
〇
人
、
三
等
賞
一
〇
〇
人
の
受
賞
者

が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
受
賞
数
の
多
い
市
に
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
「
中
原
書
法
大
賽
」
は
全
国
に
注
目
さ
れ
、
北
京
を
始

め
と
す
る
各
省
市
の
書
協
が
見
学
団
を
河
南
に
送
り
込
ん
だ
。

時
の
新
任
中
国
書
法
家
協
会
会
長
の
啓
功
氏
は
、
漢
詩
を
詠
ん

で
絶
賛
し
た
。「
千
人
大
賽
古
無
儔　

逐
鹿
書
林
筆
墨
遒　

万
木

草
堂
詩
句
在　

八
方
風
雨
会
中
州
」（
千
人
の
大
賽 

古
き
儔
と
も
が
ら 

無

し
、
書
林
に
鹿
を
逐お

う 

筆
墨 

遒
な
り
、
万
木
草
堂 

詩
句
在
り
、

八
方
の
風
雨 

中
州
に
会
う
）。

　

受
賞
経
験
者
か
ら
は
数
多
く
の
書
法
家
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
行
政
に
関
わ
る
者
も
生
ま
れ
た
。
ち
な
み
に
北
宋
の
都
だ
っ

た
開
封
市
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
メ
デ
ィ
ア
を
仕
切
る
行
政
ト
ッ

プ
の
副
市
長
・
陳
国
楨
氏
は
、一
等
賞
の
受
賞
者
。
出
品
当
時
は
、

相
国
寺
文
物
管
理
課
の
職
員
だ
っ
た
。
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中国当代書家二十人　第8回 張海

　

張
海
氏
が
省
書
法
家
協
会
の
主
席
と
し
て
十
七
年
間
も
陣
頭

指
揮
を
執
り
、確
実
か
つ
効
果
的
な
書
法
振
興
策
を
実
施
し
た
結

果
、河
南
省
は
一
九
八
九
年
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
全
国

書
法
篆
刻
展
に
て
、最
高
の
入
選
数
お
よ
び
入
賞
数
を
獲
得
。
そ

の
後
も
毎
回
、
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
山
東
省
と
、
一
位
、
二
位
を
争

う
に
至
る
ま
で
、
名
実
と
も
に
書
法
が
盛
ん
な
省
と
な
っ
た
。

　

河
南
省
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
担
当
す
る
党
委
員
会
副
委
員
長

の
張
樹
徳
氏
は
、「
河
南
省
は
、
一
人
の
人
物
・
張
海
氏
を
正
し

く
抜
擢
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
法
の
規
模
や
レ
ベ
ル
を
全
国

で
最
上
位
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
」
と
感
嘆
し
た
。
ま
た
、
河
南

省
の
ト
ッ
プ
で
共
産
党
省
委
書
記
長
兼
省
長
の
李
長
春
氏
（
後

に
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
七
人
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
）

も
、
張
海
氏
の
能
力
と
人
望
を
大
い
に
評
価
し
た
。

　
全
国
の
書
法
復
興
で
奔
走

　

二
〇
〇
五
年
、
河
南
省
の
張
海
氏
が
中
国
書
法
家
協
会
第
五

回
代
表
大
会
で
主
席
に
就
任
し
、
初
の
専
業
主
席
が
誕
生
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
歴
代
主
席
は
、
初
代
は
将
軍
書
家
の
舒
同
氏
、
そ

　

一
九
八
八
年
に
第
二
回
、
一
九
九
二
年
に
第
三
回
と
、
約
四

年
に
一
度
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新

鋭
書
家
を
育
成
す
る
た
め
、
大
会
か
ら
十
五
名
の
青
年
書
家

を
抜
粋
し
、「
墨
海
弄
潮
展
」
と
い
う
新
人
展
を
運
営
し
た
。

一
九
八
六
年
の
第
一
回
墨
海
弄
潮
展
は
、
な
ん
と
北
京
の
中
国

美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
河
南
省
の
十
五
名
の
新
鋭
書
家
が
堂
々

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
地
方
の
新
鋭
書
家
た
ち
の
力
作
は
高
く
好
評

さ
れ
、
一
夜
の
う
ち
に
全
国
に
認
知
さ
れ
た
。

　
「
中
原
書
法
大
賽
」
と
「
墨
海
弄
潮
展
」
の
両
輪
に
よ
り
、
中

原
の
河
南
よ
り
優
れ
た
書
法
人
材
が
数
多
く
輩
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
、「
河
南
国
際
書
法
展
」
を
開
催
。
二
十
ほ
ど
の

国
や
地
域
の
書
法
家
団
体
が
出
品
し
、開
幕
の
当
日
に
は
河
南
省

博
物
館
の
ド
ア
が
壊
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
観
客
が
詰
め
か
け
た
。

　

張
海
氏
の
企
画
力
、
実
行
力
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
評

価
さ
れ
、
一
九
九
一
年
に
は
河
南
省
書
法
家
協
会
主
席
に
な
り
、

一
九
九
八
年
に
省
文
連
副
主
席
、
二
〇
〇
〇
年
に
省
文
連
主
席
、

中
国
書
協
副
主
席
へ
と
、
文
化
官
僚
の
道
を
進
ん
だ
。

し
て
二
代
目
は
北
京
師
範
大
学
の
啓
功
氏
、
三
代
目
は
人
民
美

術
出
版
社
社
長
の
邵
宇
氏
、
そ
し
て
四
代
目
は
同
じ
く
人
民
美

術
出
版
社
編
集
長
の
沈
鵬
氏
で
、
皆
、
北
京
在
住
の
大
御
所
だ
っ

た
。

　

地
方
で
成
功
し
た
書
法
振
興
策
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、張

海
主
席
は
中
国
書
協
の
ス
タ
ッ
フ
を
率
い
て
、全
国
の
書
法
振
興

策
の
方
案
を
練
り
上
げ
、普
及
の
強
化
と
優
れ
た
作
品
の
創
出
の

二
輪
に
絞
り
込
ん
だ
。
方
針
を
周
知
す
る
た
め
、機
関
紙
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
文
章
を
発
表
し
た
。

　

ま
ず
手
掛
け
た
の
は
、
書
法
の
普
及
活
動
だ
。

　

全
国
規
模
の
書
法
の
普
及
策
と
し
て
、
各
省
市
の
書
協
に
対

し
て
「
中
国
書
法
が
万
家
に
進
む
」
と
い
う
方
針
を
通
達
し
た
。

こ
の
「
万
家
」
と
は
、広
い
意
味
で
の
農
村
、工
場
、鉱
山
、兵
隊
、

辺
境
な
ど
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
書
協
の
書
家
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
書
法
普
及
講
座
や
揮
毫
交
流
会
、
な
ら
び
に
展

覧
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
法
の
一
般
知
識
を
普
及
や
愛

好
家
の
育
成
に
努
め
る
の
だ
。
特
に
著
名
な
書
家
の
作
品
を
無

償
で
配
布
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
者
に
と
っ
て
無
上
の
喜
び
と

な
っ
た
。
毎
春
に
行
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
書
法
普
及
活
動
は
、

新
主
席
・
蘇
士
澍
氏
の
今
の
代
で
も
続
い
て
い
る
。

　

特
に
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
少
数
民
族
地
域
に
定
期
的
に
書
家
の

団
体
を
送
り
こ
み
、
人
材
の
育
成
や
漢
字
の
普
及
活
動
を
行
い
、

民
族
融
和
に
貢
献
し
た
こ
と
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
五
月
十
二

日
に
四
川
省
汶
川
県
で
起
こ
っ
た
震
度
八
・
〇
の
大
地
震
や
、

二
〇
一
〇
年
四
月
十
四
日
に
青
海
省
玉
樹
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で

起
こ
っ
た
震
度
七
・
一
の
大
地
震
の
直
後
に
、
張
海
主
席
が
率
先

に
し
て
作
品
の
寄
贈
や
現
金
の
寄
付
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
中
国
書
協
だ
け
で
な
く
、
主
席
の
張
海
氏
自
身
も
、
共
産

党
中
央
宣
伝
部
・
劉
雲
山
氏
（
政
治
局
常
務
委
員
）
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。

　

数
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
書
法
普
及
の
兆
し
は
顕
著
に
な

り
、
各
地
方
で
書
法
愛
好
家
が
生
ま
れ
、
書
法
展
覧
会
の
出
品

《
三
言
句
》

仁
者
寿
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人
数
は
空
前
の
規
模
に
な
っ
た
。
そ
し
て
張
海
主
席
は
、
協
会

員
に
古
典
を
学
び
、
時
代
に
相
応
し
い
名
作
を
書
く
よ
う
に
指

示
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　

二
本
の
矢
の
一
本
目
は
、
優
秀
作
品
と
人
物
を
表
彰
す
る
制

度
の
強
化
だ
。
王
羲
之
ゆ
か
り
の
書
法
の
聖
地
・
蘭
亭
の
名
を

と
っ
た
「
蘭
亭
賞
」
は
、
中
国
共
産
党
宣
伝
部
が
承
認
。
中
国

文
化
芸
術
界
連
合
会
と
中
国
書
法
家
協
会
で
共
同
主
催
の
中
国

書
法
芸
術
の
最
高
賞
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
審
査
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。
国
が
関
わ
る
「
映
画
金
鶏
賞
」
や
「
テ
レ
ビ
金

鷹
賞
」等
の
国
家
文
学
芸
術
賞
に
仲
間
入
り
し
た「
書
法
蘭
亭
賞
」

の
第
一
回
が
二
〇
〇
一
年
に
行
わ
れ
る
際
、
張
海
氏
は
河
南
省

に
い
た
。
時
の
河
南
省
文
連
主
席
兼
書
協
主
席
の
張
海
氏
は
迷

わ
ず
に
河
南
省
都
・
鄭
州
市
に
誘
致
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
張
海
氏
が
主
席
に
就
任
す
る
と
、
す
ぐ
に
復

活
に
取
り
組
み
、
翌
年
の
二
〇
〇
六
年
に
五
年
振
り
に
再
開
さ

せ
た
。
そ
し
て
、
三
年
に
一
度
の
開
催
期
間
の
定
期
化
や
誘
致

す
る
開
催
希
望
自
治
体
の
調
整
な
ど
に
腕
を
ふ
る
い
、
業
務
の

正
常
化
を
図
っ
た
。
第
二
回
は
安
徽
省
合
肥
で
、
二
〇
〇
九
年

の
第
三
回
は
再
び
河
南
省
の
平
頂
山
市
で
、
そ
の
後
、
張
海
主

席
は
行
政
の
財
布
の
中
身
が
豊
か
で
あ
る
書
法
聖
地
・
蘭
亭
を

有
す
る
浙
江
省
紹
興
市
へ
の
誘
致
を
前
向
き
に
検
討
し
、
合
意

に
ま
で
漕
ぎ
着
け
、「
書
法
蘭
亭
賞
」
の
受
賞
式
の
会
場
は
、

紹
興
市
に
落
ち
着
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
に
第
四
回

目
、
二
〇
一
五
年
に
第
五
回
目
、
そ
し
て
昨
年
、
第
六
回
目
の

「
蘭
亭
賞
」
受
賞
式
典
は
書
聖
右
軍
の
祠
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

一
九
八
七
年
に
読
売
新
聞
社
と
人
民
日
報
社
が
共
同
開
催
し
た

曲
水
の
宴
と
同
じ
会
場
で
あ
る
。

　

回
顧
す
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
の
第
一
回
の
と
き
、
張
海
氏
は

河
南
省
の
誘
致
側
の
責
任
者
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
以
降
の
四

回
と
も
、
文
連
の
主
席
と
共
に
二
人
三
脚
で
受
賞
者
に
賞
杯
を

授
け
る
中
国
書
協
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
そ
の
張
海
氏
が
主
席
の

座
を
退
い
た
の
が
二
〇
一
五
年
の
末
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
本

人
も
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
二
〇
一
六
年
の
六

回
目
の
表
彰
式
典
に
受
賞
者
と
し
て
高
台
に
立
た
さ
れ
、「
終
身

成
就
書
法
家
」
の
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。
歴
代
同
賞
の
受
賞
者
、

啓
功
、
王
学
仲
、
沈
鵬
な
ど
の
諸
大
家
と
並
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
「
中
国
書
法
蘭
亭
賞
」
は
、
受
賞
式
典
と
受
賞
作
品
の
展
示
を

同
時
に
開
催
し
て
い
る
。「
終
身
成
就
書
法
家
」
は
、
書
壇
で
大

い
に
貢
献
し
た
長
老
に
与
え
ら
れ
る
、
い
わ
ば
書
壇
功
労
賞
と

も
い
う
べ
き
最
高
賞
で
あ
る
。
そ
の
他
に
「
書
法
芸
術
賞
」「
書

法
佳
作
賞
」「
書
法
理
論
賞
」「
書
法
教
育
賞
」「
書
法
編
集
出
版
賞
」

と
い
っ
た
部
門
を
設
け
て
い
る
。
全
国
の
中
堅
・
新
鋭
書
家
の

創
作
意
欲
や
書
史
書
論
の
探
究
心
を
奨
励
す
る
役
割
が
大
き
い

の
で
あ
る
。
中
国
国
内
の
書
家
た
ち
を
鼓
舞
す
る
こ
の
盛
会
を

軌
道
に
乗
せ
た
立
役
者
、
張
海
主
席
の
貢
献
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
顕
著
で
あ
る
。

　

二
本
目
の
矢
は
「
三
名
工
程
」
と
い
う
。

　

毎
回
、
全
国
書
法
展
へ
の
出
品
数
は
六
万
を
超
え
、
書
法
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
盛
ん
な
状
況
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
が
、

主
席
の
張
海
氏
が
首
を
縦
に
振
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
納
得

の
い
く
傑
作
は
、
な
か
な
か
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
張

海
主
席
は
悩
ん
だ
末
、
宏
大
な
構
想
を
練
り
上
げ
た
。
ち
な
み

に「
三
名
工
程
」と
は
、名
家（
著
名
な
書
家
）が
古
典
名
篇
に
よ
っ

て
名
作
を
作
る
こ
と
だ
。
準
備
・
創
作
お
よ
び
審
査
期
間
を
詳

細
を
設
け
て
、
歴
史
に
残
る
当
代
の
名
作
を
ぜ
ひ
と
も
生
み
出

し
た
い
と
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
中
国
文
連
が
後

押
し
し
た
。
張
海
主
席
は
必
要
な
実
行
予
算
を
獲
得
し
、「
三
名

工
程
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

書
の
造
詣
が
深
い
者
ば
か
り
。
チ
ー
ム
は
ま
ず
、
百
篇
の
古
典

名
篇
を
選
び
、
次
は
中
国
書
協
の
各
専
門
委
員
会
な
ら
び
に
地

方
の
書
協
が「
名
家
」の
条
件
に
見
合
っ
た
候
補
を
推
薦
し
、チ
ー

ム
の
審
査
担
当
た
ち
が
無
記
名
投
票
で
一
〇
〇
人
を
厳
選
し
た
。

選
ば
れ
た
「
名
家
」
に
百
篇
の
名
篇
（
名
詩
、名
句
、名
賦
な
ど
）

の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
貰
い
、
創
作
の
ポ
イ
ン
ト
を
打
ち
合

《
四
言
聯
》

獨
持
偏
見　

一
意
孤
行

136×32×2　2016年

中国当代8.indd   120 2019/04/14   18:54



121

中国当代書家二十人　第8回 張海

わ
せ
、
創
作
用
の
経
費
や
交
通
費
な
ど
支
給
し
た
上
、
一
年
間

の
創
作
期
間
を
与
え
、
各
地
に
帰
し
た
。
一
年
後
に
再
び
に
北

京
で
集
合
し
、
百
人
の
名
家
よ
り
百
枚
の
作
品
を
徴
収
し
、
審

査
会
の
初
審
・
復
審
、
そ
し
て
終
審
の
三
回
審
査
を
通
過
し
た

も
の
は
「
名
作
」
と
見
な
さ
れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
動
し

て
か
ら
二
年
間
半
も
か
か
っ
た
「
三
名
工
程
」
の
第
一
回
の
書

法
展
は
、
百
人
の
う
ち
の
五
十
の
作
品
が
「
名
作
」
と
し
て
認

め
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
十
月
九
日
に
中
国
書
法
家
協
会
が
主
催
、

中
国
文
学
芸
術
基
金
が
協
賛
で
、
中
国
美
術
館
に
て
公
開
展
示

さ
れ
た
。
開
幕
式
典
に
は
多
数
の
党
や
政
府
の
要
人
も
参
列
し
、

全
国
政
治
協
商
会
議
副
主
席
（
副
議
長
）
の
韓
啓
徳
氏
が
五
〇

名
の
入
選
者
に
名
誉
な
る
入
選
証
書
を
交
付
し
、
張
海
主
席
も

ス
ピ
ー
チ
で
総
合
評
価
し
た
。
中
国
美
術
館
の
展
示
会
場
に
は
、

名
作
を
拝
観
し
た
い
関
係
者
が
全
国
か
ら
殺
到
し
、
身
動
き
が

で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
書
法
美
術
の
評
論
家
や
大
学
教
授
、

な
ら
び
に
書
協
理
論
担
当
す
る
理
事
た
ち
を
中
心
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
。
歴
史
に
残
る
「
名
作
」
の
評
価
は
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
自
然
の
地
形
は
東
低
西
高
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
書
法

の
普
及
お
よ
び
作
品
レ
ベ
ル
は
逆
で
あ
り
、全
国
展
へ
の
出
品
数

が
極
少
の
状
況
に
対
す
る
是
正
措
置
と
し
て
、張
海
主
席
自
ら
が

「
西
部
書
法
の
振
興
策
」
を
練
り
上
げ
た
。
中
国
書
協
が
主
催
す

る「
西
部
書
法
高
級
研
修
ゼ
ミ
」の
参
加
者
を
募
集
し
、
四
川
省
、

甘
粛
省
、
チ
ベ
ッ
ト
や
新
疆
自
治
区
な
ど
、
十
二
の
西
部
省
自
治

区
の
地
方
書
協
が
推
薦
し
た
英
才
が
集
ま
り
、北
京
よ
り
西
部
に

近
い
河
南
省
偃
師
市
に
あ
る「
張
海
書
法
芸
術
館
」で
、丸
一
カ
月

の
泊
り
込
み
の
研
修
を
行
っ
た
。
こ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

六
年
間
も
続
い
た
。
二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
二
〇
一
七
年
十
一

月
ま
で
、
計
十
五
期
の
一
〇
〇
〇
名（
壮
族
、
回
族
、
蒙
古
族
、
苗

族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
土
家
族
等
、
十
八
に
も
の
ぼ
る
少
数
民
族
の

一
〇
三
名
の
人
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
る
）。
西
部
の
英
才
た
ち
が

特
訓
を
受
け
、
皆
、
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
地
元
に
戻
っ
た
。
ち

な
み
に
、
一
九
四
九
年
に
新
中
国
が
成
立
し
て
以
来
、
期
間
が
最

も
長
い
、
規
模
が
最
も
大
き
い
、
恩
恵
を
受
け
た
書
家
人
数
が
最

も
多
い
と
言
わ
れ
た
こ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、全
額
の
事
業

費
を
張
海
主
席
の
寄
付
で
賄
っ
た
の
だ
。
最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な

全
国
書
法
展
や
、《
中
国
書
法
》（
雑
誌
）、《
中
国
書
法
報
》（
新
聞
）

な
ど
で
、
彼
ら
の
英
才
が
頭
角
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
、
張
海
主
席
は
書
法
振
興
の
促
進
策
と
し
て
、

全
国
の
古
い
書
法
の
歴
史
を
持
つ
市
町
村
に
対
し
、
中
国
書
協

が
中
国
文
連
の
指
導
の
も
と
で
「
書
法
の
名
城
」「
書
法
の
故
郷
」

「
書
法
の
名
山
」
な
ど
の
名
称
を
授
与
す
る
よ
う
に
企
画
。
王
羲

之
や
顔
真
卿
の
古
里
・
臨
沂
市
や
甲
骨
文
を
発
掘
し
た
安
陽
市
、

蘭
亭
を
有
す
る
紹
興
市
な
ど
は
、「
書
法
の
名
城
」
の
名
称
が
与

え
ら
れ
た
。

　

ま
た
張
海
氏
は
、
全
人
大
代
表
や
全
国
政
治
協
商
会
議
常
務

委
員
と
し
て
、
書
法
及
び
文
化
芸
術
の
振
興
や
発
展
の
た
め
、

二
〇
一
一
年
に
教
育
省
が
正
式
に
「
全
国
小
中
学
校
に
お
け
る

毛
筆
書
写
授
業
の
設
置
」を
通
達
す
る
ま
で
尽
力
し
、さ
ら
に「
国

家
書
法
館
」
の
建
設
た
め
、
文
教
委
員
を
率
い
て
提
案
し
、
国

に
採
用
さ
れ
た
。

　

中
国
文
連
・
孫
家
正
主
席
は
、
張
海
主
席
の
作
品
集
に
寄
せ

た
序
文
に
「
歴
代
傑
出
す
る
書
家
を
み
れ
ば
、
大
抵
は
同
時
に

思
想
家
で
あ
る
」
と
書
き
、
張
海
主
席
が
思
想
を
も
っ
て
書
協

を
牽
引
し
た
成
果
を
讃
え
た
。

　
引
退
後
も
夢
を
追
う

　

二
〇
一
五
年
十
二
月
に
中
国
書
協
第
七
回
全
国
代
表
大
会
で
名

誉
主
席
に
な
り
、
第
一
線
を
退
い
た
張
海
先
生
は
、
新
し
い
夢
を

追
い
駆
け
た
。そ
れ
は
自
ら
が
書
法
教
育
の
教
鞭
を
執
る
こ
と
だ
。

何
に
し
て
も
、
や
は
り
張
海
氏
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

　

ま
ず
第
一
に
、張
海
氏
は
故
郷
に
書
法
学
院
（
学
部
）
を
創
設
。

　

全
国
の
美
大
や
師
範
大
学
を
除
く
国
立
総
合
大
学
と
し
て
、
初

の
書
法
学
院
（
学
部
）
を
創
設
し
た
。
二
〇
一
六
年
九
月
、
人
口

数
は
間
も
な
く
一
億
に
達
す
る
河
南
省
省
都
に
あ
る
最
高
の
学

府
、
鄭
州
大
学
に
新
た
に
四
年
制
の
書
法
専
攻
の
書
法
学
院
（
学

部
）
を
創
設
し
、
日
本
留
学
の
経
験
を
持
つ
人
材
を
含
む
二
十
数

名
の
一
流
の
教
授
陣
を
全
国
公
募
で
採
用
し
た
。
大
学
生
は
毎
年

に
六
〇
名
を
募
集
し
、
博
士
課
程
の
エ
リ
ー
ト
は
張
海
院
長
が
自

ら
指
導
す
る
。
国
よ
り
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
り
付
け
、

同
学
院
名
の
題
字
は
、
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
・
全

国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
長
の
呉
邦
国
氏
に
書
い
て

貰
っ
た
。

　

そ
し
て
第
二
に
、
自
ら
の
資
金
で
奨
学
金
制
度
を
創
設
。

　

大
学
生
や
院
生
の
励
み
の
た
め
に
、
鄭
州
大
学
書
法
学
院
の
中

に
「
新
我
賞
」
を
創
設
し
た
。
張
海
氏
は
自
身
の
資
金
に
よ
り
、

恩
人
で
あ
り
師
匠
の
費
新
我
氏
の
名
前
か
ら
「
新
我
」
を
と
っ
て

「
新
我
賞
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
費
新
我
氏
の
功
績
を
顕
彰
す

る
と
同
時
に
、
学
生
の
諸
君
に
「
歳
月
如
流　

不
新
我
」（
歳
月

は
素
早
く
流
れ
行
き
、
我
を
絶
え
ず
に
新
し
く
す
る
べ
し
）
と
い

う
趣
旨
を
教
え
込
ん
だ
。

2015年12月に中国書法家協会第7回代表会で任期満了した張海氏（右側）が党中央
政治局委員宣伝部長・劉希葆、文聯主席・孫家正らとともに出席者と会見
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毎
年
の
年
末
に
「
新
我
賞
」
の
審
査
委
員
会
は
、
学
生
や
先

生
た
ち
を
対
象
に
し
、
全
国
レ
ベ
ル
の
展
覧
会
で
の
入
選
・
入
賞

の
状
況
、
な
ら
び
に
学
術
専
門
誌
へ
の
論
文
の
発
表
や
受
賞
の
状

況
を
調
査
し
、
検
証
し
た
上
で
「
新
我
賞
」
の
各
賞
受
賞
者
を

定
め
、
翌
年
の
三
月
に
発
表
。
表
彰
式
で
は
副
賞
と
し
て
、
一
等

賞
の
受
賞
者
に
は
一
万
元
（
十
六
万
円
程
度
）、
二
等
賞
の
受
賞

者
に
は
五
〇
〇
〇
元
（
八
万
円
程
度
）、
三
等
賞
の
受
賞
者
に
は

三
〇
〇
〇
元
（
四・
八
万
円
）
の
現
金
を
交
付
し
た
。
鄭
州
大
学

の
五
十
六
の
学
院
（
学
部
）
中
で
、初
め
て
奨
励
金
を
支
給
し
た
。

全
国
で
見
て
も
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
費
新
我
氏
に
対
す
る
恩
返
し
と
し
て
は
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
費
新
我
氏
の
故
郷
・
湖
州
市
双

林
鎮
（
町
）
に
開
館
し
た
「
費
新
我
記
念
館
」
の
建
設
の
際
に
大

金
を
寄
付
し
、
ま
た
個
人
蔵
の
費
新
我
作
品
一
〇
点
を
寄
贈
し
た

と
い
う
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
三
に
、
大
学
生
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
三
十
七
年
振
り
に
復
活
。

　

張
海
氏
は
書
法
学
院
院
長
と
し
て
大
学
生
同
士
の
横
の
交
流

は
最
も
重
要
と
認
識
し
、
教
育
省
や
中
国
書
協
に
呼
び
掛
け
た

結
果
、
三
十
七
年
振
り
に
大
学
生
の
書
法
篆
刻
コ
ン
ク
ー
ル
が

復
活
し
た
。
第
一
回
全
国
大
学
生
書
法
篆
刻
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

一
九
八
一
年
に
行
わ
れ
た
。
趙
樸
初
氏
が
展
覧
会
の
題
名
を
揮
毫

し
、
啓
功
、
商
承
祚
、
費
新
我
な
ど
、
大
家
が
賛
助
出
品
す
る
ほ

ど
国
中
か
ら
応
援
さ
れ
た
。
今
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
曹
宝

林
、
王
冬
齢
、
陳
振
濂
、
鮑
賢
倫
な
ど
は
皆
、
受
賞
者
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
、
第
二
回
全
国
大
学
生
書
法
篆
刻
コ
ン
ク
ー
ル
を

鄭
州
で
審
査
、
北
京
国
家
典
籍
博
物
館
で
開
催
し
た
。
全
国
の

六
四
〇
校
あ
ま
り
の
大
学
か
ら
、
専
攻
・
非
専
攻
は
問
わ
ず
に

五
〇
五
四
人
の
現
役
学
生
が
応
募
し
た
。
同
大
学
と
中
国
書
協
で

最
強
の
審
査
委
員
会
を
組
織
し
、
厳
格
な
審
査
の
結
果
、
約
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
七
点
の
作
品
が
入
選
し
た
。
一
五
名
の
担
当

審
査
員
に
よ
る
特
別
出
品
と
合
わ
せ
て
、
二
一
二
の
作
品
が
六
月

二
十
八
日
か
ら
七
月
十
二
日
ま
で
、
十
五
日
間
、
北
京
国
家
典
籍

博
物
館
で
大
勢
の
観
客
を
集
め
た
。
鄭
州
大
学
張
海
書
法
学
院
と

中
国
書
協
の
共
同
開
催
は
、
今
後
も
定
期
化
に
し
て
い
く
と
合
意

さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
六
朝
書
の
聖
地
・
洛
陽
で
「
臨
書
展
」
を
協
賛
。

　

今
年
、
五
回
目
に
な
る
「
魏
碑
（
六
朝
書
）
聖
地
・
全
国
魏
碑
・

隷
書
臨
書
創
作
書
法
大
賽
（
コ
ン
ク
ー
ル
）」
は
、
河
南
省
文
連
、

省
書
協
、
洛
陽
市
人
民
政
府
、
偃
師
市
人
民
政
府
、
中
国
当
代
書

法
篆
刻
院
、鄭
州
大
学
書
法
学
院
、張
海
書
法
芸
術
（
美
術
）
館
、

世
界
文
化
遺
産
・
龍
門
石
窟
管
理
委
員
会
の
共
同
開
催
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　
《
龍
門
二
十
品
》
で
有
名
な
龍
門
石
窟
は
、
六
朝
書
の
聖
地
と

さ
れ
て
い
る
。
洛
陽
市
は
毎
春
、
牡
丹
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
と
も

に
、
全
国
規
模
で
高
校
生
を
中
心
に
し
た
「
洛
陽
市
全
国
青
少
年

臨
書
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
臨
書
展
は
、
六
朝

書
や
漢
隷
で
あ
れ
ば
何
で
も
出
品
可
。

　

高
校
の
受
賞
者
に
対
し
て
、
ま
ず
は
賞
金
一
万
元
、
そ
し
て
大

学
入
試
で
鄭
州
大
学
に
限
ら
ず
、
国
内
ど
の
大
学
の
書
道
専
攻
で

あ
っ
て
も
入
学
通
知
を
持
参
す
れ
ば
、
そ
の
大
学
の
四
年
間
の
学

費
の
全
額
を
「
張
海
書
法
発
展
基
金
会
」
が
保
障
す
る
。
大
学
生

の
受
賞
者
に
対
し
て
、
大
学
院
に
合
格
す
れ
ば
、
御
祝
い
金
と
し

て
三
万
元（
四
十
五
万
円
）を「
張
海
書
法
発
展
基
金
会
」が
支
給
。

　

張
海
氏
の
寄
付
で
生
ま
れ
た
「
張
海
書
法
発
展
基
金
会
」
は
、

こ
の
数
年
の
累
計
で
、
す
で
に
三
〇
名
を
超
え
た
高
校
生
や
大
学

生
、
院
生
に
、
約
束
通
り
賞
金
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
の
臨
書
展

は
、
全
国
で
ま
す
ま
す
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
張
海
氏
は
、
今

で
も
作
品
の
収
入
が
あ
れ
ば
、絶
え
ず
「
張
海
書
法
発
展
基
金
会
」

に
資
金
を
注
入
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

第
五
に
、「
批
評
の
愛
─
─
書
壇
青
年
俊
彦
（
新
鋭
）
書
法
家

作
品
学
術
討
論
会
」
を
開
催
。

　
「
張
海
書
法
発
展
基
金
」
は
、
新
鋭
書
家
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
全
国
で
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
の
張
海
氏
へ
の
取
材
の
場
所
と
な
っ
た
当
代
書
法
篆
刻
院

（
院
長
・
李
剛
田
氏
）
が
《
中
国
書
法
》
と
《
中
国
書
法
報
》
な

ど
と
連
携
し
、
二
〇
一
七
年
よ
り
、
す
で
に
八
回
の
討
論
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

対
象
は
四
十
五
歳
以
下
、
全
国
書
法
展
や
全
国
草
書
展
な
ど
、

書
体
別
の
全
国
展
で
の
入
選
実
績
を
持
つ
者
で
あ
る
。
書
法
作
品

は
一
〇
枚
の
六
尺
全
紙
の
作
品
で
、
篆
刻
作
品
は
四
屏
（
複
数
の

印
影
を
押
し
た
も
の
で
一
屏
と
す
る
）
と
一
〇
顆
の
原
印
。
書
壇

の
権
威
で
構
成
さ
れ
る
審
査
会
が
大
勢
の
応
募
者
か
ら
毎
回
五
名

の
新
鋭
書
家
を
厳
選
し
、北
京
へ
招
待
す
る
。
入
選
者
の
力
作
は
、

同
院
内
に
あ
る
展
示
ホ
ー
ル
に
展
示
。
審
査
委
員
た
ち
は
、
展
示

作
品
を
見
た
後
、
討
論
会
で
一
人
一
人
に
対
し
て
、
率
直
か
つ
直

接
に
批
評
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
新
鋭
書
家
の
成
長
を
促
進
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
あ
る
。

　

今
年
一
月
十
日
に
第
七
回
「
批
評
の
愛
─
─
書
壇
青
年
俊
彦

（
新
鋭
）
書
法
家
作
品
討
論
会
」
が
北
京
の
当
代
書
法
篆
刻
院
で

「新我賞」受賞者との記念写真。前列中央に張海氏
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開
催
さ
れ
た
。
書
壇
重
鎮
の
劉
洪
彪
（
中
国
書
協
副
主
席
、
草

書
委
員
会
委
員
長
）、李
剛
田
（
同
院
院
長
、西
泠
印
社
副
社
長
）、

李
世
俊
（
中
国
書
協
理
事
、
新
聞
出
版
委
員
会
副
委
員
長
）、
張

建
才
（
中
国
書
協
理
事
、
河
南
省
書
協
副
主
席
）
な
ど
の
十
数

名
の
審
査
委
員
、
そ
し
て
中
国
民
生
省
監
督
指
導
官
の
孫
立
仁

が
出
席
。
今
年
も
数
百
人
の
応
募
者
よ
り
、
江
蘇
省
の
朱
河
山
、

河
南
省
の
李
彬
、
河
北
省
の
霍
威
、
北
京
市
の
延
志
超
、
お
よ

び
浙
江
省
の
楊
牧
原
の
五
名
が
実
力
に
よ
っ
て
初
審
、
復
審
、

終
審
の
三
段
階
を
通
過
し
、
他
の
群
英
た
ち
を
押
さ
え
て
堂
々

と
選
ば
れ
た
。
今
年
の「
批
評
の
愛
─
─
書
壇
青
年
俊
彦（
新
鋭
）

書
法
家
作
品
学
術
討
論
会
」
は
、
李
剛
田
院
長
が
自
ら
進
行
役

を
務
め
、
委
員
た
ち
が
遠
慮
せ
ず
に
具
体
的
に
意
見
を
述
べ
た
。

終
了
後
、
江
蘇
省
の
朱
河
山
は
、「
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
け

て
と
て
も
良
か
っ
た
。
今
後
の
進
路
に
光
を
射
し
て
く
れ
た
よ

う
に
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

　

今
年
の
学
術
討
論
会
は
、
中
央
美
術
学
院
（
国
立
芸
大
）、
首

都
師
範
大
学
、
中
国
人
民
大
学
の
院
生
た
ち
六
〇
人
ほ
ど
が
傍

聴
し
た
。

　

催
し
の
内
容
、
お
よ
び
五
名
新
鋭
の
作
品
は
、
共
催
す
る
《
中

国
書
法
》
と
《
中
国
書
法
報
》
で
全
面
に
紹
介
さ
れ
、
当
事
者
は

直
ぐ
に
全
国
書
壇
で
話
題
の
中
心
人
物
に
な
っ
た
。

　

第
六
に
、
先
達
達
を
顕
彰
。

　

張
海
氏
は
、
書
芸
の
研
鑽
や
、
市
・
省
の
文
連
の
仕
事
を
通
し

て
、
大
変
な
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
費
新
我
、
沙
曼
翁
、
王
学

仲
の
三
大
家
の
恩
義
を
忘
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
故
郷
の
偃
師
市
に
建
設
し
た
「
市
立
張
海
書
法
芸
術

館
」
に
「
三
老
（
費
新
我
、
沙
曼
翁
、
王
学
仲
三
大
家
）
特
別
展

示
室
」
を
設
置
し
て
い
る
。
恩
師
た
ち
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
張

海
氏
の
強
い
要
望
で
実
現
さ
れ
た
も
の
だ
。展
示
さ
れ
て
い
る「
三

老
」
の
作
品
は
、
す
べ
て
張
海
氏
の
所
蔵
品
だ
っ
た
。
張
海
氏
は

「
市
立
張
海
書
法
芸
術
館
」
に
も
寄
贈
し
た
。

　
対
日
書
法
交
流
を
重
視

　

一
九
八
五
年
、
王
鐸
顕
彰
会
（
村
上
三
島
会
長
）
の
招
聘
に

よ
り
、
河
南
省
代
表
団
の
団
員
が
初
訪
日
（
省
の
党
副
書
記
・

韓
勁
草
氏
が
顧
問
、
画
家
の
陳
天
然
氏
が
団
長
、
計
六
人
の
代

表
団
）。
三
島
氏
の
自
宅
訪
問
な
ど
、
大
阪
・
神
戸
・
奈
良
・
京

都
、
そ
し
て
東
京
と
、
二
週
間
の
日
程
で
各
地
の
書
家
た
ち
と

交
流
を
行
っ
た
。現
在
、日
本
書
壇
を
牽
引
す
る
杭
迫
柏
樹
氏
が
、

当
時
、
村
上
三
島
氏
の
高
弟
と
し
て
訪
日
団
の
世
話
を
懸
命
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
張
海
氏
は
今
で
も
印
象
深
く
記
憶
し

て
い
る
。

　

一
九
八
六
年
、
河
南
省
は
三
重
県
と
姉
妹
都
市
を
締
結
す
る

た
め
、
省
政
府
代
表
団
と
省
文
化
代
表
団
の
二
つ
を
同
時
に
日

本
に
派
遣
し
た
。
前
者
の
団
長
は
何
竹
康
省
長
（
知
事
）、
後
者

は
張
海
氏
で
、
省
内
の
新
聞
社
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
、
書
法

美
術
団
体
の
代
表
ら
が
参
加
し
、
姉
妹
都
市
お
よ
び
文
化
交
流

の
調
印
式
に
立
ち
合
っ
た
。

　

ま
た
、
張
海
氏
は
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
一
五
年
に
中
国
書

法
家
代
表
団
を
率
い
て
訪
日
し
、
全
日
本
書
道
連
盟
な
ど
と
交

流
を
行
っ
た
。
そ
の
二
回
目
の
訪
日
は
、
非
常
に
充
実
し
た
交

流
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
十
一
月
四
日
午
前
、
代
表
団
が
京
都
の
小
学
校

で
「
感
謝
」
の
二
文
字
を
練
習
し
て
最
中
の
授
業
を
見
学
、
午

《
呉
鎮
詩
》

遠
山
蒼
翠
近
山
無　

此
是
江
南
六
月
圖　

一
片
雨
聲
知
未
罷　

澗
流
百
道
下
平
湖
（
呉
鎮
）

200×67　2016年

後
に
東
京
に
移
動
し
、
五
島
美
術
館
の

名
品
を
観
覧
、
晩
に
は
毎
日
書
道
会
が

開
催
し
た
歓
迎
会
に
出
席
。
国
際
書
法

家
連
合
総
会
で
、
両
者
が
二
〇
一
〇
年

よ
り
交
流
し
て
来
た
経
緯
も
あ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
親
を
図
っ
た
。

　

五
日
午
前
、
辻
元
大
雲
事
務
局
長
の

案
内
に
よ
り
書
道
用
品
店
の
玉
川
堂
や

栄
豊
齋
を
見
学
し
、
午
後
に
全
日
本
書

道
連
盟
を
訪
問
、
星
弘
道
理
事
長
な
ど

の
役
員
ら
と
会
談
し
た
。
そ
の
後
に
六

本
木
の
新
国
立
美
術
館
で
開
催
中
の「
改

組
第
二
回 

日
展
」
を
観
覧
し
、「
日
中

書
道
交
流
会
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
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さ
ら
な
る
一
セ
ン
チ
の
新
天
地
を
目
指
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め

に
張
海
氏
は
、
古
典
の
真
髄
の
再
確
認
や
再
探
究
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
書
法
以
外
の
多
様
な
芸
術
に
も
目
を
配
り
、
ヒ
ン
ト

を
得
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
。
安
陽
・
河
南
の
書
協
の
実
務

の
歳
月
や
、
全
国
の
書
壇
に
君
臨
し
た
十
年
間
の
多
忙
な
歳
月

の
中
で
も
、
自
分
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
で
き
る
「
一

セ
ン
チ
突
破
の
理
論
」
の
レ
べ
ル
ア
ッ
プ
を
日
々
念
頭
に
、
研

鑽
を
重
ね
た
。

　

数
多
く
書
家
の
中
で
も
、
王
鐸
に
対
す
る
特
別
な
憧
れ
が

あ
っ
た
。
理
由
は
、
主
に
二
つ
あ
っ
た
。
第
一
に
、
王
鐸
の
故

郷
の
孟
津
県
は
、
張
海
氏
の
故
郷
・
偃
師
県
（
現
在
は
市
）
と

隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
と
も
に
洛
陽
市
下
で
あ
る
。
第
二
に
、

一
九
八
二
年
に
初
め
て
王
鐸
の
真
跡
を
拝
覧
し
た
際
の
衝
撃
、

一
九
八
五
年
に
村
上
三
島
宅
で
王
鐸
の
名
品
に
触
れ
た
際
に
感

じ
た
強
烈
な
震
撼
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
張
海
氏
は
、

費
新
我
、
王
学
仲
、
沙
曼
翁
の
三
名
の
大
家
と
の
交
流
に
よ
り
、

多
い
に
受
益
し
た
。

裏
千
家
大
宗
匠
の
千
玄
室
氏
、書
家
の
柳
田
泰
山
氏
ら
が
招
待
さ

れ
た
。

　

書
道
は
日
中
共
有
の
文
化
で
あ
り
、
そ
の
日
は
張
海
主
席
が

文
化
交
流
の
主
役
を
担
っ
た
。
座
談
会
に
併
せ
た
揮
毫
会
も
行

い
、
張
海
主
席
と
柳
田
泰
山
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
、
温
総
理
の
訪
日
感

想
で
書
い
た「
漢
俳
」や
、辻
井
喬
が
応
じ
て
書
い
た
俳
句
を
揮
毫

し
、
日
中
文
化
人
交
流
の
催
し
を
高
潮
に
押
し
上
げ
た
。

　
書
人
と
し
て
の
探
究
精
神

　

張
海
氏
は
一
九
九
〇
年
代
に
、
書
法
創
作
に
お
い
て
は
「
一

セ
ン
チ
突
破
理
論
」
を
提
出
。
す
な
わ
ち
、
名
誉
や
讃
美
に
取

り
巻
か
れ
て
い
る
書
法
家
も
、
自
己
満
足
せ
ず
に
日
々
精
進
し
、

現
状
レ
ベ
ル
よ
り
一
セ
ン
チ
で
も
上
へ
突
破
す
る
よ
う
な
探
究

精
神
を
持
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　

張
海
氏
曰
く
、た
と
え
ば
走
り
高
跳
び
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
日
々

練
習
を
重
ね
、
さ
ら
に
一
セ
ン
チ
、
さ
ら
に
一
セ
ン
チ
と
記
録

の
更
新
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
、
書
法
家
も
研
鑽
を
重
ね
、

ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
。
張
海
主
席
、
朱
培
爾
（《
中
国
書
法
》

編
集
長
）、
そ
し
て
星
弘
道
理
事
長
、
お
よ
び
今
村
桂
山
副
理
事

長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
交
流
会
の
後

半
の
揮
毫
会
で
は
張
海
主
席
が
先
頭
に
「
山
隨
画
活　

雲
為
詩

留
」
の
聯
句
を
書
き
、
多
数
の
日
中
書
家
た
ち
が
順
番
に
交
流

の
筆
を
ふ
る
っ
た
。
そ
し
て
晩
に
は
、
全
日
本
書
道
連
盟
が
主

催
し
た
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。
張
海
主
席
は
、
中

国
書
協
役
員
お
よ
び
幹
部
職
員
の
潘
文
海
、
朱
培
爾
、
張
建
才
、

呉
悠
ら
を
率
い
、
第
二
回
目
の
訪
日
に
お
い
て
大
変
に
満
足
の

出
来
る
交
流
を
行
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
に
続
い
て
二
〇
一
〇
年
五
月
、
温
家
宝
総
理
が

二
度
目
の
訪
日
を
実
現
し
た
。
五
月
三
十
一
日
午
後
に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
芙
蓉
の
間
で
開
催
さ
れ
た
日
中
文
化
人
の

座
談
会
に
、温
総
理
が
出
席
し
た
。
随
行
し
た
張
海
主
席
や
鉄
凝

氏（
中
国
作
家
協
主
席
、
現
・
文
連
主
席
）ら
も
出
席
し
、
張
海
氏

は
代
表
発
言
で
、日
中
書
道
交
流
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
日
本

側
は
日
本
芸
術
院
会
員
で
日
中
文
化
交
流
協
会
長
の
辻
井
喬
氏
、

《
十
言
聯
》

且
静
坐
撫
良
心
所
為
何
事　

莫
乱
行
従
正
道
自
遇
好
人

247×42×2　2018年
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郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海
生

ま
れ
。
一
九
八
七
年
に
来

日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、
蕭

海
春
に
師
事
。
二
〇
一
四
年

度
に
上
海
（
朶
雲
軒
）、
東

京
、
京
都
、
前
橋
で
個
展
を

開
催
。
上
海
書
画
出
版
社
で

作
品
集
《
墨
海
一
粟
》
を
出

版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
名
誉
院
長
、
東
京
海
派
書
画
院
長
、
全

日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
日
本
王
蘧
常
先
生
顕
彰
会
会
長
、

豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中
友
好
協
会
理

事
、
上
海
中
国
書
法
院
名
誉
院
士
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術
研
究
協
会
理
事
、
上

海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
な
ど
を
兼
ね
る

高
い
票
数
を
獲
得
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
、
杭
州
、
南

京
、
上
海
、
済
南
、
瀋
陽
、
北
京
、
そ
し
て
故
郷
の
河
南
省
鄭
州
で

個
展
を
開
催
。
二
〇
一
〇
年
、
中
国
美
術
館
で
「
歳
月
如
新
─
─

張
海
書
法
展
」。
日
本
を
始
め
と
し
た
八
カ
国
お
よ
び
地
区
の
書

道
代
表
団
も
来
場
し
た
。二
〇
一
四
年
に
は
河
南
省
博
物
館
で「
古

稀
新
声
─
─
張
海
書
法
展
」。二
〇
一
六
年
に
国
家
博
物
館
で
行
っ

た「
追
夢
の
旅
─
─
張
海
書
法
展
」に
は
、
彭
麗
媛
・
習
近
平
夫
人

を
始
め
、
呉
邦
・
国
元
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
、
賈
慶
林
・

元
全
国
政
治
協
商
会
議
主
席
な
ど
、
党
中
央
、
政
府
の
要
人
や
、

書
画
界
お
よ
び
文
化
界
の
代
表
者
が
大
勢
に
来
場
し
た
。

　

近
年
で
は
、
そ
の
「
一
セ
ン
チ
突
破
理
論
」
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
そ

れ
は
「
前
代
未
見
」
で
独
創
的
な
「
破
鋒
行
草
書
」
で
あ
る
。

　

九
〇
年
代
に
偶
然
に
で
き
た
美
し
い
飛
白
に
、
張
海
氏
は
目

を
留
め
た
。
以
降
、
繰
り
返
し
試
行
錯
誤
し
た
と
こ
ろ
、
痩
せ

た
硬
い
古
風
な
中
鋒
の
線
の
所
々
で
、
鋒
先
が
二
つ
、
三
つ
以

上
に
破
れ
、
ま
た
再
び
合
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
張

海
氏
が
自
由
自
在
に
制
御
し
た
筆
先
が
喜
ん
で
舞
っ
た
、
自
然

の
飛
白
斑
点
の
芸
術
だ
。
杜
甫
の
詩
句
に
正
し
く
詠
わ
れ
た
よ

う
に
、「
書
貴
痩
硬
始
通
神
」（
書
は
痩
硬
を
貴
と
す
れ
ば
神
に

通
じ
始
め
る
）。
そ
の
美
学
主
張
を
取
り
込
ん
だ
新
境
地
に
辿
り

着
い
た
の
で
あ
る
。

　

張
海
氏
は
、多
忙
な
人
生
の
中
で
た
く
さ
ん
の
著
書
や
作
品
集

を
発
表
し
た
。人
民
美
術
出
版
社
、河
南
美
術
出
版
社
を
中
心
に
、

著
書
な
ら
び
に
作
品
集
は
、
下
記
の
通
り
に
な
る
。《
張
海
隷
書

二
種
》《
張
海
書
法
》《
張
海
新
作
選
》《
張
海
書
法
作
品
集
》《
張
海

書
増
広
漢
隷
辦
異
歌
》《
張
海
書
法
精
選
》《
創
造
力
の
実
現
─
─

張
海
書
法
展
作
品
集
》《
歳
月
如
歌
─
─
張
海
書
法
展
作
品
集
》

《
佳
作
解
析
─
─
張
海
行
草
書
蘇
轍
・
黄
州
快
哉
亭
記
》《
佳
作
解

析
─
─
張
海
隷
書
宋
詞
五
首
》《
淡
月
疎
星
─
─
張
海
細
字
行
草

書
冊
子
選
》《
四
体
書
創
作
自
叙
》《
古
稀
新
声
─
─
張
海
書
法
展

作
品
集
》《
張
海
書
法
芸
術
》《
張
海
四
体
千
字
文
》《
張
海
隷
書
首

陽
山
賦
》な
ど
で
あ
る
。

　

取
材
中
、
張
海
氏
は
、
日
本
の
書
家
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、

遠
く
な
い
将
来
、
日
本
で
個
展
も
し
く
は
日
中
二
人
展
が
し
た
い

も
の
だ
と
呟
い
た
。
氏
の
人
格
や
書
の
品
格
、
そ
し
て
無
我
の
精

神
で
行
っ
た
偉
業
に
感
銘
を
受
け
た
私
も
ぜ
ひ
力
に
な
り
た
い
。

2010年5月、訪日中の温家宝首相の前で揮毫する張海氏

　

張
海
の
書
法
人
生
は
、
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
、
青
少
年
の
洛
陽
の
偃
師
・
安
陽
時
代
で
あ
る
。

伊
河
洛
水
の
水
を
飲
み
な
が
ら
、
龍
門
石
窟
を
仰
い
で
成
長
し
、

小
学
校
の
教
員
や
文
化
会
館
の
責
任
者
を
務
め
、
殷
墟
の
甲
骨

に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
、
書
法
の
基
礎
に
励
ん
だ
。

　

二
つ
目
は
、
中
壮
年
の
省
都
鄭
州
時
代
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
全
国
を
驚
か
せ
た
時
代
。
張
海
氏
は
、
鄭
州
で

省
書
協
の
職
員
よ
り
始
め
、
副
秘
書
長
、
秘
書
長
、
副
主
席
、

主
席
、そ
し
て
省
文
連
の
副
主
席
、主
席
を
歴
任
。
視
野
を
広
げ
、

書
法
芸
術
を
成
熟
さ
せ
た
黄
金
時
代
だ
。

　

三
つ
目
は
、
準
老
年
の
北
京
の
時
代
だ
。
書
協
の
主
席
に
就

任
し
、
北
京
に
移
住
。
書
壇
に
君
臨
し
た
十
年
間
で
、
も
ち
ろ

ん
上
記
の
よ
う
に
後
世
に
残
す
業
績
を
数
多
く
手
掛
け
た
。
書

壇
を
牽
引
し
な
が
ら
も
、
自
己
創
作
の
進
路
を
よ
り
高
い
次
元

で
志
向
し
、
品
格
の
高
い
書
風
で
邁
進
し
続
け
た
。

　

一
九
九
二
年
の
第
五
回
全
国
展
で
は
、
小
幅
な
行
草
作
が
最
も

2015年に中国書法家協会代表団を率いて訪日した際に、全日本書道連盟役員の案
内のもとで張海氏（中央）が日展を観覧
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